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　　幸せでありたい．と

　願う心は．だれでもが

　同じです。しかし世の

　中には、自分の力だけ

　ではどうにもそれをな
　　しえない人々がたくさ

　んいます。

　　こうした人たちに、

　すこしでも多くのおも

　いやりをお届けしよう、

　というのが．“赤い羽根，

＋　共同募金のたすけあい

筆　の心です。

「
赤
い
羽
根
」
で
み
な
さ
ん
か
ら
親

し
ま
れ
て
い
る
共
同
募
金
運
動
は
、

こ
と
し
で
二
十
九
回
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
と
し
も
十
月
一
日
か
ら
始
ま
り

十
二
月
ま
で
続
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
明
る
い
住
み
よ
い

街
づ
く
り
と
、
不
幸
な
人
達
の
た
め

に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

社
会
全
体
が
共
同
し
て
行
う
募
金
活

動
で
す
。

市
民
の
一
人
］
人
が
、
幸
せ
に
な

る
よ
う
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

共
同
募
金
運
動
の
し
く
み

▽
民
間
の
自
主
的
な
運
動
で
す
。

▽
都
道
府
県
ご
と
に
行
い
ま
す
。

▽
全
国
一
斉
に
行
い
ま
す
。

▽
資
金
の
一
元
化
を
は
か
り
ま
す
。

▽
一
切
を
明
確
に
公
表
し
ま
す
。

▽
奉
仕
活
動
で
す
す
め
ら
れ
ま
す
。

昨
年
度
の
実
績

市
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
に
よ
っ

て
、
目
標
額
百
四
十
四
万
一
千
円
に

対
し
て
、
百
十
五
暫
の
百
六
十
五
万

九
千
二
百
三
十
五
円
の
ご
寄
附
が
あ

り
ま
し
た
。

本
年
度
の
目
標
額

今
年
の
共
同
募
金
目
標
額
は
、
百

五
十
九
万
一
千
円
で
、
一
世
帯
当
り

百
六
十
】
円
で
す
。

－
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影
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翻
鰐
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知
事
よ
り
感
謝
の
こ
と
ば

の
方
々
が
、
宮
城
県
知
事
よ
り
表
彰
　
川
川
辺
を
小
公
園
化
す
る
た
め
に
、

さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯉
を
放
し
、
朝
に
晩
に
鯉
の
世
話
を

「
感
謝
の
こ
と
ば
」
と
は
県
民
の
　
し
な
が
ら
、
街
を
き
れ
い
に
す
る
運

「
か
く
れ
た
善
行
」
ま
た
は
「
小
さ
　
　
動
の
実
践
者
と
し
て
活
躍
、
ま
た
早

な
善
意
」
の
あ
っ
た
も
の
に
対
し
て
　
起
き
歩
こ
う
会
、
早
起
き
野
球
を
計

知
事
が
贈
呈
す
る
感
謝
の
意
で
、
個
　
画
推
進
し
、
青
少
年
の
非
行
化
防
止

人
ま
た
は
、
団
体
で
あ
り
ま
す
。
　
　
と
市
民
の
健
康
保
持
の
た
め
つ
く
し
た

　
　
　
　
　
　
　
た
。

表
彰
者
の
善
意
　
　
　
　
　
　
　
　
安
藤
国
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
供
会
、
地
区
P

　
　
松
野
　
金
夫
さ
ん
　
　
　
　
T
A
活
動
に
対
し
積
極
的
に
育
成
指

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
数
年
　
導
し
、
交
通
安
全
モ
デ
ル
地
区
の
推

前
よ
り
市
街
中
央
を
流
れ
る
、
沢
端
　
進
を
図
り
、
沢
端
川
の
清
掃
と
ゴ
ミ

捨
禁
止
を
呼
び
か
け
、
実
践
し
て
い
　
　
　
街
を
き
れ
い
に
す
る
会

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
第
】
小
学
校
四
年
二
組
（
当

　
　
佐
藤
　
憲
一
さ
ん
　
　
　
　
時
）
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
、
ど
う
し

四
ヤ
九
年
六
月
以
来
、
毎
週
日
曜
た
ら
街
が
き
れ
い
に
な
る
だ
ろ
う
と

日
、
雨
の
日
も
風
の
日
も
、
白
石
駅
相
談
し
、

構
内
に
か
け
ら
れ
た
、
跨
線
橋
の
清

掃
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
冬
期
に
お
け
る
凍
結
し
た
氷

雪
の
除
去
作
業
に
は
長
時
間
に
わ
た

っ
て
清
掃
、
利
用
者
に
感
謝
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
　
中
山
光
弘
さ
ん

本
年
四
月
矢
本
町
に
建
設
さ
れ
た

体
の
弱
い
子
供
達
の
収
容
施
設
「
共

に
入
っ
て
い
る
子
供
達
を
、
船
岡
公

園
の
お
花
見
に
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

に
、
明
る
い
希
望
を
あ
た
え
た
。

生
園
」
の
建
設
に
尽
力
、
ま
た
施
設
君
達
は

透
迎
慰
安
を
し
て
、
施
設
の
子
供
達
続
け
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
に
感
謝
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

斎
藤
　
健
司
（
五
年
一
組
）

小
野
　
丈
晴
（
五
年
二
組
）

芦
立
　
敏
之
（
五
年
二
組
）

斎
藤
　
清
志
（
五
年
四
組
）

佐
藤
美
代
子
（
五
年
三
組
）

森
元
ゆ
き
子
（
五
年
四
組
）

秋
葉
ゆ
か
り
（
五
年
四
組
）

鈴
木
　
直
子
（
五
年
四
組
）

鈴
木
　
洋
子
（
五
年
四
組
）

　
、
四
十
九
年
九
月
以
来
、
毎

日
曜
の
朝
、
寒
い
日
も
雨
の
日
も
、

か
か
さ
ず
白
石
駅
前
広
場
の
清
掃
を

　
　
　
駅
を
利
用
す
る
方
々

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の

　
　
異
動
届
出
は
す
み
や
か
に

世
帯
主
は
、
保
険
税
の
納
付
や
医
　
▼
他
市
町
村
よ
り
転
入
し
た
と
き

療
費
の
一
部
負
担
秘
び
、
療
養
給
付
　
▼
他
市
町
村
へ
転
出
し
た
と
き

の
請
求
等
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。
　
　
▼
市
内
で
住
所
が
変
っ
た
と
き

世
帯
で
被
保
険
者
の
資
格
に
異
動
　
▼
子
供
が
生
れ
た
と
き

が
あ
っ
た
と
き
は
、
い
ろ
い
ろ
の
届
　
▼
死
亡
し
た
と
き

出
が
必
要
で
す
。
次
の
よ
う
な
時
に
　
▼
生
活
保
護
を
受
け
始
め
た
日
、
又

は
、
す
ぐ
に
保
険
課
又
は
、
各
出
張
　
は
廃
止
に
な
っ
た
と
き

所
に
届
出
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
手
続
に
必
要
な
も
の

▼
職
場
の
健
康
保
険
に
入
っ
た
と
き
　
　
届
出
の
際
は
、
必
ず
国
民
健
康
保

▼
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き
　
険
被
保
険
者
証
と
印
鑑



　
　
　
お
子
さ
ん
と
と
も
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ル
ー
プ
で
利
用
大
歓
迎

　
　
　
や
か
た

　
婦
人
の
館
”
静
安
荘
”
は
、
婦
人

の
福
祉
向
上
の
た
め
建
設
し
て
、
教

養
の
場
、
憩
い
の
場
と
し
て
、
働
く

婦
人
、
家
庭
婦
人
が
、
広
く
利
用
出

来
る
施
設
で
す
。

　
静
安
荘
が
開
館
し
て
、
半
年
を
経

過
し
た
現
在
、
働
く
婦
人
の
家
が
、

ど
の
様
に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
、

設
を
た
ず
ね
て
み
ま
し
た
。

顯
罵
．
、

畑
ン

施

も
っ
と
も
つ
と

　
　
　
　
ご
利
用
を

働
く
婦
人
の
家
（
静
安
荘
）
で
は
、

げ
p
｝
、
“
こ

　
　
蝋
＼
職
鴇
　
　
　
，
痂

日■幽闘灘

臨
憧，

　
　
　
！
、

　
　
　
　
　
　
　
難

、
媛
．

灘

遡
ご
婦
人
の
方
々
に
、
一
人
で
も
多
く

利
用
し
て
い
た
た
く
た
め
、
生
活
講

座
制
を
取
り
入
れ
、
き
も
の
着
付
け

講
座
、
料
理
講
座
、
手
芸
講
座
、
本

を
読
む
会
、
と
五
講
座
を
開
講
、
第

一
期
生
を
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

参
加
希
望
者
が
多
く
、
次
回
の
講
座

に
ま
わ
さ
れ
た
方
も
あ
る
程
に
好
評

で
し
た
。
七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
三

ヵ
月
間
、
熱
心
に
受
講
さ
れ
修
了
し

た
方
が
四
十
九
名
で
、
こ
の
方
々
が

自
主
的
に
サ
ー
ク
ル
を
結
成
し
て
活

動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
＜

　
第
二
期
講
座
生
を
募
集
す
る
に
当

り
、
希
望
の
多
か
っ
た
、
華
道
、
茶

道
を
追
加
し
て
、
七
講
座
で
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
次
回
は
あ
な
た
も
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

見取図

國
□

自
石
中
芋
段

第
二
幼
鬼
固議

□
甫’ll　　国避4号鳳

國國

婦
人
の
方
は

　
ど
な
た
で
も
利
用
出
来
ま
す

利
用
で
き
る
人
…
勤
労
婦
人
及
び
一

　
般
勤
労
者
家
庭
の
主
婦

利
用
時
問
…
午
前
九
時
か
ら
午
後
五

　
時
ま
で
。

蟹

レ
ご

マ
、
．

う
柔
楓

　？、謬

蝋

休
館
日
…
毎
月
第
二
、
四
、
五
日
曜

　
日
及
び
第
｝
、
三
月
曜
日
、
国
民

　
の
祝
日
、
十
二
月
二
十
九
日
か
ら

　
一
月
四
日
。

利
用
手
続
…
個
人
で
使
用
す
る
場
合

　
は
、
当
日
窓
口
に
て
使
用
簿
に
記

　
入
し
て
く
だ
さ
い
。
グ
ル
ー
プ
で

　
利
用
す
る
場
合
は
、
使
用
許
可
申

　
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

使
用
料
…
す
べ
て
無
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凝
5
臨
モ

謡
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　紅葉探勝　　　　　　　　　　　　　　どなたでも参加できます
　　　　　　　　　市民歩こう会

レ10月26日（日〉8時15分出発（宮城交通）雨天中止

国昌圏欝国瀟国繍團議國
〉もちもの　　昼食・水筒，　〉経　　費一バス代各自負担
〉申込先一10月20日まで，市教育委員会社会教育課（費⑤2111）
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ン

勃
蔑

声の広報で

　　熱心に研修会
穣

識◎
驚難

螂
灘

　白石市視聴覚障害者の人達が毎月1

回市役所において“声の県政だより，，

“声の市政だよヒ）．により市政、県政

の研修会を開いています。

　毎月広報紙の中から選んで編集した

声のたよりをもとに研修会を開催、不

自由な体にもめげず出席者も多く熱心

に勉強しています。

騨淵㈹醐脚物㈱脚脚瞬＿＿＿＿＿＿＿4鞍

1・川の流れが

　　　空缶でストッブ
y
愚

　新町、短ヶ町、亘理町地区を流れ深山
川に合流する小川に、流れてきたジュー
ス、コーラの空缶が数えても、数えても
まだまだある。

　深山囲の佐藤しん（81歳）さんと、吉野
まつえ（67歳）さんの二人が汗を流しなが
ら、川から拾いあげている。　“川をごみ
捨て場と間違わないで、不燃物の収集日
に出すように，，と年老いた二人の願い。
市民一人一人の心がけで、美しい小川に
甦らせようではありませんか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難

　　　　　　　　　　　　　　　　　羅

　　　　　　　　　　　　　　灘

・
史
跡
灘
歩

⑦
旧
藩
時
代
・
二
代
重
長
の
こ
ろ

梅
子
の
方
の
墓
　
白
石
市
史
編
簑
委
員
飯

沼
　
寅
　
治

　
慶
長
十
九
年
（
一
六
｝
四
）
大
阪
冬
　
に
あ
た
る
。

の
陣
が
起
こ
っ
た
。
二
代
重
綱
は
病
　
　
凱
旋
後
、
家
を
つ
い
だ
重
綱
（
後

床
に
あ
っ
た
父
景
綱
の
激
励
を
受
け
、
に
重
長
と
改
名
）
は
、
白
石
城
主
た

白
石
城
を
出
発
し
て
戦
に
臨
ん
だ
が
、
る
こ
と
四
十
四
年
間
、
白
石
城
下
町

景
綱
の
予
言
通
り
戦
は
和
睦
し
、
翌
　
の
趨
勢
を
決
定
し
た
城
主
で
あ
る
。

年
夏
の
陣
が
起
こ
っ
た
。
片
倉
勢
一
　
そ
の
前
半
の
二
十
一
年
間
は
、
独
裁

千
余
名
は
伊
達
軍
の
先
鋒
と
し
て
豊
の
色
濃
い
政
宗
時
代
で
あ
っ
た
が
、

臣
方
の
勇
将
後
藤
又
兵
衛
基
次
や
薄
農
政
で
は
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
以

田
隼
人
正
兼
相
を
討
ち
取
る
な
ど
大
来
桑
・
楮
・
漆
と
竹
の
植
付
を
奨
励

功
を
立
て
た
。
大
阪
城
は
五
月
八
日
し
た
藩
の
政
策
に
よ
り
、
当
地
方
で

落
城
、
豊
臣
氏
は
滅
亡
し
た
が
、
こ
　
は
和
紙
製
造
が
更
に
盛
ん
と
な
り
、

の
戦
で
徳
川
方
伊
達
軍
の
打
ち
と
っ
　
紙
子
製
造
開
始
も
始
ま
ろ
う
と
し
て

た
首
数
三
三
三
の
中
、
片
倉
勢
だ
け
　
い
た
。
重
長
は
藩
主
名
代
と
し
て
も

で
そ
の
半
分
に
近
い
一
五
一
を
し
め
、
度
々
上
京
し
て
将
軍
や
諸
侯
に
謁
す

重
綱
や
家
中
の
者
に
種
々
の
感
状
を
る
機
会
が
多
く
、
真
田
氏
と
の
関
係

与
え
ら
れ
る
な
ど
、
鬼
小
十
郎
の
名
も
あ
り
、
関
西
や
中
央
の
文
化
が
移

は
全
国
に
普
ね
く
高
ま
り
、
片
倉
家
入
さ
れ
、
彼
の
地
の
人
材
で
片
倉
家

の
武
名
を
高
め
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
に
任
官
す
る
者
も
多
か
っ
た
。

　
合
戦
中
、
見
事
な
武
者
振
り
の
重
　
　
二
代
藩
主
忠
宗
時
代
は
重
長
治
政

綱
を
見
込
ん
で
、
大
阪
方
の
智
将
真
　
の
後
半
に
あ
た
る
が
、
仙
台
藩
統
治

田
幸
村
が
、
遺
児
と
な
る
四
名
を
ひ
機
構
の
確
立
期
に
あ
た
る
。
　
（
重
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
よ
う
じ
よ
う
や
く

そ
か
に
片
倉
家
に
託
し
た
エ
ピ
ソ
ー
は
評
定
役
と
な
る
）
。
当
地
方
で
も

ド
は
有
名
で
あ
る
。
最
年
長
の
梅
子
総
検
地
が
行
わ
れ
村
境
が
確
定
し
、

は
二
代
重
綱
の
後
室
と
な
っ
て
泰
陽
税
制
確
立
、
宗
門
改
帳
作
成
、
産
業

院
と
あ
が
め
ら
れ
（
表
紙
写
真
は
当
奨
励
新
田
開
発
（
桃
生
郡
の
野
谷
地
・

信
寺
内
の
同
夫
人
の
墓
）
、
末
弟
大
　
蔵
本
原
の
開
墾
）
等
、
宿
場
町
や
村

八
は
仙
台
藩
士
片
倉
沖
之
丞
元
信
落
諸
制
度
が
整
っ
て
来
て
、
封
建
制

（
墓
は
同
寺
）
と
な
り
三
百
石
の
知
行
度
が
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
に
な
っ
た
。

を
受
け
た
。
同
氏
は
後
、
真
田
の
本
片
倉
家
の
知
行
地
は
検
地
や
加
増
で

姓
に
復
し
た
維
新
戦
争
で
、
盛
ん
に
．
一
万
七
干
余
石
と
な
っ
て
い
た
。

活
躍
し
た
真
田
喜
平
太
は
そ
の
子
孫

5



建
売
住
宅
の
申
込
み
受
付
中

　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
な
方
法
で
分
譲
・

　
白
石
市
緑
が
丘
（
寿
山
団
地
）
に

県
住
宅
供
給
公
社
が
、
団
地
の
造
成

を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
程
宅

地
造
成
を
完
了
し
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
分
譲
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
分
譲
の
方
法
等
に
つ

い
て
県
住
宅
供
給
公
社
に
お
伺
い
し

ま
し
た
。

問
団
地
造
成
し
て
以
来
、
何
時
分
譲

す
る
の
か
、
心
待
ち
し
て
い
ま
し
た

が
、

答
新
幹
線
工
事
等
に
よ
り
、

成
工
事
が
遅
れ
ま
し
て
、

な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

問
団
地
の
特
徴
等
に
つ
い
て

答
寿
山
団
地
の
東
側
で
、

完
備
、

団
地
造

大
変
申
訳

　
　
　
　
　
　
　
　
上
下
水
道

　
　
ガ
ス
配
管
（
集
中
管
理
方
式

を
採
用
）
が
さ
れ
て
お
り
住
み
良
い

理
想
的
な
団
地
で
す
、

間
宅
地
の
み
の
分
譲
は
し
ま
せ
ん
か

答
現
在
宅
地
の
み
の
分
譲
は
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
。
全
戸
建
売
住
宅
と
し

て
分
譲
の
予
定
で
す
。

問
建
売
住
宅
と
な
る
と
、
一
番
気
に

な
る
分
譲
価
格
で
す
が
。

答
土
地
の
面
積
が
平
均
二
百
五
十
平

方
米
（
約
七
十
五
坪
）
で
一
区
画
四

百
三
十
万
円
の
予
定
で
、
建
物
は
平

均
六
十
六
平
方
米
（
二
十
坪
）
で
五

百
三
十
万
円
で
合
計
約
九
百
六
十
万

円
の
予
定
で
す
。

問
何
時
ご
ろ
分
譲
す
る
の
で
す
か
。

答
お
申
込
み
は
、
十
一
月
～
十
二
月

に
行
い
、
翌
年
三
月
に
完
成
し
、
四

月
に
引
渡
し
入
居
が
出
来
る
予
定
で

す
。問

誰
で
も
購
入
出
来
ま
す
か
。

答
原
則
と
し
て
、
県
内
に
居
住
し
て

お
り
、
現
在
宅
地
が
な
く
住
宅
に
困

っ
て
い
る
方
で
将
来
と
も
永
住
す
る

者
で
、
年
令
は
満
二
十
五
歳
か
ら
四

十
五
歳
ま
で
の
方
で
償
還
時
を
六
十

五
歳
と
見
て
お
り
ま
す
。

問
緑
が
丘
分
譲
の
予
定
場
所
は
。

答
緑
が
丘
一
丁
目
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
が
、
建
設
個
所
は
ま
だ
分
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

間
最
後
に
分
譲
の
戸
数
は
。

答
約
二
十
戸
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

が
、
希
望
者
が
多
い
と
き
は
、
二
、

三
戸
増
や
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

昭和50年度第2回狂犬病予防注射’日程表

所　場

白石市役所裏
中央公民館裏

間時実施月日㈱地区

30
30

00～11
00～15

9
1
3

15依）10

鷹巣菊地忠四郎宅前
寿山集会所前
郡山畜産開発公社裏

oo
30
00

00～10
10～11
00㎝15

9
1
0
1
3

16休）10

石白

越河出張所前
越河駅前

oo
30

30～11
00～14

9
1
3

17働10河越

斎川出張所前
中斎川集会所前

30
40

30～10
40～11

9
1
0

18（土）10llI
斎

大平分室前3010～11910．20（月〕平大

大鷹沢出張所前
中の内集会所前
耳取停留所前

内親生活センター前
白川公民館前
小野商店前
犬奉都婆集会所

00
50
30

00～14
20～14
00～15

13

14
15

10．20（月〕大鷹沢

0
0
0
0

0
3
3
0

30～10
30～11
00～13
QO～15

9
0
3
4

　
1
1
1

10．21㈹
月1白

公会堂前
公会堂前
公会堂前
停留所前
張所前
留所前

泉かつらや前

沢
沢
水
畑
出
停
前
温

戸
戸
清
井
原
町
屋
原

上
下
冷
赤
小
新
石
小

0
0
0
0
0
0
0
0

5
3
0
4
4
2
5
3

30－　9

00～10
40～11
10～11
00～13
00～14
30～14
10｝15

9
0
0
1
3
4
4
5

　
1
1
1
1
1
1
1

10．　22セ1く）原小

滝下会館前
原作業所前
弥治郎集会所前
鎌先詰所前

0
0
0
0

0
0
0
3

00～10
30～11
20～12
00～13

9
0
1
3

　
1
1
1

10．23休1

大網集会所前
八宮生活センター前
西区上集会所前
南区木須商店前

0
0
0
0

3
1
3
0

00～　9

40～10
30～11
00～14

9
9
0
3

　
1
1

10．24囲

北区木須商店前
沢平林商店前
福岡’分室前

oo

ω
30

30～10
10～10
00～14

9
1
0
1
3

10．27（月）

川原子停留所前
不忘　関商店前
岡部捨男宅前
三住開拓農協前

0
0
0
0

0
2
0
3

40～10
20～11
40～12
00～14

9
0
1
3

　
1
1
1

10．28（火〕

岡福

出張注射料1，000円
宅診注射料　800円

1まか【こ700円
300円

金予防注射

登録
料

交
通
事
故

①
の
願
い

鎌倉和子さん
　　（白石）

　
市
で
企
画
さ
れ
た
幼
児

交
通
安
全
コ
ジ
カ
ク
ラ
ブ

に
、
子
供
と
共
に
参
加
し

て
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
最
近
に
お
け
る
幼

児
の
交
通
事
故
が
如
何
に

多
い
こ
と
か
、
私
達
子
を

持
つ
母
と
し
て
、
子
供
を

交
通
事
故
か
ら
守
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
幼
児

の
交
通
教
育
は
、
母
親
の

務
め
で
あ
り
、
子
供
を
つ

れ
て
、
買
物
や
外
出
す
る

時
に
は
、
必
ず
手
を
つ
な

い
で
歩
く
よ
う
に
、
ま
た

道
路
で
の
遊
び
を
止
め
さ

せ
る
こ
と
、
こ
の
二
つ
を

実
行
で
き
れ
ば
、
子
供
を

事
故
か
ら
守
れ
る
と
思
い

ま
す
。
家
で
は
、
夕
食
の

時
に
コ
ジ
カ
ク
ラ
ブ
で
実

習
し
た
信
号
機
の
こ
と
、

飛
び
出
し
事
故
の
恐
し
さ

等
を
子
供
と
共
に
、
話
合

っ
て
お
り
ま
す
。

　
自
分
の
子
供
だ
け
は
、

絶
対
に
交
通
事
故
か
ら
守

ろ
う
と
い
う
責
務
を
お
母

さ
ん
達
が
、
も
っ
て
い
た

だ
く
な
ら
ば
、
痛
ま
し
い

幼
児
の
交
通
事
故
を
な
く

す
る
こ
と
が
出
来
る
と
思

い
ま
す
。

6

、

老人福祉センター
宿泊設備の工事はじまる

　老人の憩の場として、連日にぎ

わいを見せている老人福祉センタ

ーに、待望の宿泊所の建設工事が

10月末日完成を目ざして、急ピッ

チで進められています。

、
諸

煽
叢
　

漏
、
，

14・28
17

21

22

3
　
7
　
8

棋
吟
道
栽

将
詩
茶
盆

碁
曲
花

囲
謡
生

道
謡

書
民

土地や建物を売ったとき
は所得税がかかります。

　土地や建物を売ったときの利益

を譲渡所得といい、これに対して

所得税がかかります。

　所得税は、原則として、その人

の1年間のすべての所得を合計し

て税金を計算することになってい

ますが、土地や建物の譲渡所得に

対する税金は他の所得と分離して

計算されます。譲渡所得は、売っ

た資産をいつから持っていたかに

よって長期譲渡所得と短期譲渡所

得に区分され、税金もそれぞれ異

った算式で計算されます。

　長期譲渡所得とは、昭和43年以

前に取得した土地や建物を売った

ときのことをいい、短期譲渡所得

とは、昭和44年以後に取得した土

地や建物を売ったときのことをい

います。なお、詳しいことは、大

河原税務署にお尋ねください。

　　　　　　　　』勤労青少年ホ“み、、

　日本舞踊6・13・20・27　リボンフラワー2・9・16・23
茶道裏干家流　7・14・21・28　社交ダンス　2・9・16・23
料理7・14・21・28フォークダンス7・14・21・28
華道池坊2・9・16・23ギター愛好会4・11・18・25
華道小原流　3・17・24・31　剣　　　道　3・17・24・31
和　　裁4・11・18・25ピンポン7・9・14・16
民謡3・17・24・　 21・23・28・30

ρ麟㈹ρ蟻ρ騒¢騒㈹ψ騒β蟻β蟻ψ蟻㈹㈹o蟻飛㈹㈹恥恥㈹飛ρ騒恥㈹㈹㈹

今月の納税

市県民税第3期
国民健康保険税　第3期

自石市の人口
　　　　　　9月1日現在
　41，228人

　20，075人

　21，153人

　　9，906世帯

口
　
　
数

人
男
女
帯

総
　
　
世

10月の相談日
　場　　　　所

市役所市民相談室

市役所第2会議室

市役所

市役所福祉事務所

市役所

市役所福祉事務所

市役所

　　時　　　　間

13：00～15：00

10：00～12：00

10：00～15：00

10：00～12：00

10：00～12：00

　9：00～11：00

10：00～15：00

相談日

　　11

6。15・25

　　22

7・21
　　6

　　1

　　17

相談区分
行　政　相　談

定期生活相談
社会保険相談
高齢者職業紹介

人権無料法律
補聴器巡回サービス

交通事故相談

福祉手当の申講はお早めに

　　隔10月1日～別日受付

又は身体に重度の障害があ

　常時介護を必要とする状

る次の方が支給の対象とな

に障害（療育手帳A）1Q20

のもの

に重度障害（身体障害手帳1

に2級の1部ろうあ者）

福祉手当受給者

福祉年金1級所持者

額　月額1人につき4，000円

問　認定を請求した日の属

月の翌月から始め、支給事

消滅した日の属する月まで

し、本年に限り、10月1日

該当する者が、10月31日ま

認定の請求を行ったときは

から支給開始されます。

日　毎年1月、5月、9月
期に前月までの分を支給し

き　該当されると思われる

　身体障害者手帳、療育手

障害福祉年金証書、特別児

養手当証書及び印鑑、預金

を持参の上、10月中に市福

務所で手続きをしてくだミ

鷲
讐
鮮
器
謬
晶
蒜
簾
蒲
饗
封
続
・
認
離
浮

　
る
態
り
〉
　
〉
　
〉
〉
手
支
　
　
　
　
　
　
支
　
　
手

　
　
で

問
ま
，

　
　
口
H
・

・
週
1
8

　
　
ら
，

談
か

　
p
日

相
⑫
、

政
評

行

　10月12日から18日までを行政相

談週間と定め、

　役所の仕事について

　〉お困1）のこと

　レなっとくカfいカユないこと

　1〉希望すること

等のご相談に応じます。

　なお、週間中ばかヒ）でなくいつ

でもお気軽にご相談ください。

相談員小関利雄　中寺前67
　　　　　　　　　　費⑥2106
相談員竹花勇男　深谷諏訪堂39
　　　　　　　　　　a⑤5289
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150．10

醜
、

膚

認
『

轟
亡

》申込み　10月15日まで
　　　　　市役所衛生課へ
　　　（費⑤2111内線2Q1番）

》通　　知実施詳細は追って知
　　　　　らせます。

　歯科診療を実施します
　　　不忘・蔵王・三住地
　　　地区の方ご利用を

　歯科の巡回診療車「しらはぎ号」
が参ります。この機会に歯の悪い
方は、治療してください。
〉会　　場　三住分校前

落
騒
螺
纈
灘
灘
朧
麺
鰯
纒

健擦ぎ力幽皇、ク穿＿
　　　　対　　　　　象　　　　　者

大鷹沢地区の方

大鷹沢地区の方

6月出生者で越河，斎川，大平，大鷹沢，白
福岡，小原地区の方

白石地区の方

白石地区の方

越河地区の方

越河地区の方

昭和49年9月出生の方

6月出生者で白石地区の方

大平地区の方

大平地区の方

白川地区の方

白川地区の方

福岡地区の方

福岡地区の方

4月出生者で白石地区の方

4月出生者で越河，斎川，大平，大鷹沢，白
福岡，小原地区の方

斎川地区の方

斎川地区の方

昭和47年4月出生の方

小原地区の方

小原地区の方

　場　　 所

大鷹沢出張所

大鷹沢出張所

受付時間

9；30～11：30

13：00～14：00

行事内容

健康相談
妊婦相談

月日

10、1

1

白石保健所13＝00～13：103ヵ月児検診2

白石市役所
白石市役所
越河出張所
越河出張所

市民会館
白石保健所

大平分室
大平分室
白川出張所
白川出張所

福岡分室
福岡分室
市民会館

9：30～11：30

13＝00～14：00

9：30～11：30

13：00～14：00

13：00～13：10

13；00～13：10

　9＝30～11：30

13：00～14：00

　9：30～11：30

13：00～14：00

9：30～11：30

13：00～14：00

13：00～13：10

健康相談
妊婦相談
健康相談
妊婦相談
12ヵ月児検診

3ヵ月児検診

健康相談
妊婦相談
健康相談
妊婦相談
健康相談
妊婦相談
6ヵ月児検診

6

6

7

7

8

9

13

13

14

14

15

15

16

市民会館13：00～13＝106ヵ月児検診23

斎川出張所
斎川出張所
白石保健所
小原元診療所

小原元診療所

　9：30～11＝30

13：00～14：00

12：30～13：00

13：00～15：00

13：00～15：00

健康相談
妊婦相談
3歳6ヵ月児検診

健康相談
妊婦相談

27

27

28

29

29

〉検査種目
　血圧、尿その他必要に応じて、
心電図、眼底、血液検査も実施し
ます。

成人病検診・老人健康診査実施

鋼彫＋堀罐㍍地区対象

巡
す
療
場
問

　
　
　
　
時

　
　
　
　
療

．
歯
惨
は
会
診

　
　
力
方
〉
〉

〉受診さ
れる方は、
「保険証」

をご持参
ください。

時　　　間

3；OO～15＝00
0；00－15；OO
O：00～12：00

月日

6
7
8

0

可愛いいお子様に

　　　　B　C　G接種を

　「やすらぎ号」による成人病検診
を実施いたします。ご自身の「健
康管理」のために、受診されます
よう、おすすめいたします。
〉日時及び会場

　　　　　1るようにしましょう。
　　　　　1　3ヵ月から3歳以下で、まだ一
）方で・401度もB　C　G接種を受けていない幼
ぐ『）ます・　1児に対して、臨時にB　C　G接種を

色します。　　行います。

実施日
10．　3

10．15

10．17

10．22

　
所
所
校
所

賠
会
学
会

　
平
集
中
集

幣
岡
原

　
小
滝
福
上

場会

〉対　象　者
　福岡・小久保平地区の方で、4
歳以上の市民が対象とな『）ます。

　尚老人健康診査も実施します。

0月の休日当番医
　外　　 科

刈田病院⑤2145
銭谷医院⑤2010

　内　　 科

加藤（司）医院⑤2001

大沼医院⑤2502

曜

日

日

日

12

19

　外　　　科
刈田病院⑤2145
加藤（刈医院⑥2653

　内　　 科

引地医院⑤2036
柿崎医院⑤2210

曜

旦

祝

日

5
10

※都合により変更になる場合もあります。

8
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☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

　
身
心
障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
は
、
最
近
関
心
が
も
た
れ
て
き
て
お
り
、
そ

の
中
で
も
特
に
重
度
の
障
害
者
に
対
す
る
施
策
の
充
実
が
望
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
福
祉
手
当
制
度
は
、
在
宅
重
度
障
害
者
に
対
す
る
施
策
の
一
環
と
し
て
新
し

く
設
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す

る
よ
う
な
重
度
の
障
害
者
に
対
し
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
福
祉

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　
十
月
一
日
か
ら
、
重
度
障
害
者
を

対
象
と
し
た
福
祉
手
当
の
支
給
制
度

が
始
ま
り
ま
す
。

受
給
資
格
者

▽
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
並
び
に
二

級
の
一
部
（
二
級
の
一
部
は
、
ろ
う

あ
者
の
み
該
当
し
ま
す
。
）

▽
特
別
福
祉
手
当
受
給
者

▽
療
育
手
帳
A
保
持
者
（
知
能
指
数

20

以
下
の
も
の
）

▽
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

▽
障
害
福
祉
年
金
｝
級
受
給
者

▽
ね
た
き
り
老
人

支
給
要
件
は

　
在
宅
の
精
神
ま
た
は
身
体
に
重
度

障
害
の
あ
る
人
。

ω
両
眼
の
視
力
の
和
が
○
・
〇
二
以

下
の
も
の
。

㈹
両
耳
の
聴
力
が
補
聴
器
を
用
い
て

も
音
声
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
程
度
の
も
の
。

㈹
両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を

有
す
る
も
の
。

㈲
両
上
肢
の
す
べ
て
の
指
を
欠
く
も

の
。㈲

両
下
肢
の
用
を
全
く
廃
し
た
も
の

㈲
両
大
腿
を
二
分
の
一
以
上
失
っ
た

も
の
。

ω
体
幹
の
機
能
に
座
っ
て
い
る
こ
と

が
で
き
な
い
程
度
の
障
害
を
有
す
る

も
の
。

⑧
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

身
体
の
機
能
の
障
害
ま
た
は
長
期
に

わ
た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
が

前
各
号
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ

る
状
態
で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
に
著

し
く
支
障
を
き
た
す
程
度
の
も
の
。

⑨
精
神
の
障
害
で
あ
っ
て
、
前
各
号

と
尉
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

⑯
身
体
の
機
能
の
障
害
も
し
く
は
、

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

病
状
ま
た
は
精
神
の
障
害
が
重
復
す

る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
状
態
が
前

各
号
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る

も
の
。

　
例
え
ば
、
身
体
障
害
者
手
帳
一
級

お
よ
び
二
級
、
た
だ
し
障
害
の
部
位

に
よ
っ
て
は
一
部
の
入
は
除
か
れ
る
。

　
な
お
、
障
害
福
祉
年
金
、
老
令
福
祉

年
金
を
除
く
他
の
制
度
に
よ
る
廃
疾

年
金
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

所
得
制
限
は

　
本
入
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の
、
前

年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
で
あ
る
と

き
は
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

手
当
額
は

　
月
額
四
千
円
で
、
年
三
回
（
一
月

五
月
九
月
）
に
わ
け
て
支
給
さ
れ
ま

す
。認

定
請
求
受
付

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
次
の
日
程
に

よ
り
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

認
定
請
求
に
必
要
な
も
の

（5）（4）〔3）（2）（1）

認定請求受付日程
印
鑑

身
体
障
害
者
手
帳

療
育
手
帳

特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書

市
内
金
融
機
関
の
預
金
通
帳

　時　　　間

午前　10i　OO
〃　　　12．00

午后　　l　i30
〃　　　　3．00

午前　10iOO
〃　　　12．OO

午后　　1：30
〃　　　　3：00

午前　　10：00
〃　　　12：00

午前　　9：30
午后　　3＝30

場　　 所

越河出張所
‡也区名
越　 河

月　　日

10．13

斎川出張所

大鷹沢出張所

白川出張所

’II斎〃

大鷹沢10．14

，ll白’

／』・原出張所

白石市役所
第5二会議室

4、　原
臼石・福岡

大　平

10．15

10．16

騰

彪

　〃　アー’

明
る
い
家
庭
に

　
明
る
い
社
会

弾

馨
　

150．10

醜
、

膚

認
『

轟
亡

》申込み　10月15日まで
　　　　　市役所衛生課へ
　　　（費⑤2111内線2Q1番）

》通　　知実施詳細は追って知
　　　　　らせます。

　歯科診療を実施します
　　　不忘・蔵王・三住地
　　　地区の方ご利用を

　歯科の巡回診療車「しらはぎ号」
が参ります。この機会に歯の悪い
方は、治療してください。
〉会　　場　三住分校前

落
騒
螺
纈
灘
灘
朧
麺
鰯
纒

健擦ぎ力幽皇、ク穿＿
　　　　対　　　　　象　　　　　者

大鷹沢地区の方

大鷹沢地区の方

6月出生者で越河，斎川，大平，大鷹沢，白
福岡，小原地区の方

白石地区の方

白石地区の方

越河地区の方

越河地区の方

昭和49年9月出生の方

6月出生者で白石地区の方

大平地区の方

大平地区の方

白川地区の方

白川地区の方

福岡地区の方

福岡地区の方

4月出生者で白石地区の方

4月出生者で越河，斎川，大平，大鷹沢，白
福岡，小原地区の方

斎川地区の方

斎川地区の方

昭和47年4月出生の方

小原地区の方

小原地区の方

　場　　 所

大鷹沢出張所

大鷹沢出張所

受付時間

9；30～11：30

13：00～14：00

行事内容

健康相談
妊婦相談

月日

10、1

1

白石保健所13＝00～13：103ヵ月児検診2

白石市役所
白石市役所
越河出張所
越河出張所

市民会館
白石保健所

大平分室
大平分室
白川出張所
白川出張所

福岡分室
福岡分室
市民会館

9：30～11：30

13＝00～14：00

9：30～11：30

13：00～14：00

13：00～13：10

13；00～13：10

　9＝30～11：30

13：00～14：00

　9：30～11：30

13：00～14：00

9：30～11：30

13：00～14：00

13：00～13：10

健康相談
妊婦相談
健康相談
妊婦相談
12ヵ月児検診

3ヵ月児検診

健康相談
妊婦相談
健康相談
妊婦相談
健康相談
妊婦相談
6ヵ月児検診

6

6

7

7

8

9

13

13

14

14

15

15

16

市民会館13：00～13＝106ヵ月児検診23

斎川出張所
斎川出張所
白石保健所
小原元診療所

小原元診療所

　9：30～11＝30

13：00～14：00

12：30～13：00

13：00～15：00

13：00～15：00

健康相談
妊婦相談
3歳6ヵ月児検診

健康相談
妊婦相談

27

27

28

29

29

〉検査種目
　血圧、尿その他必要に応じて、
心電図、眼底、血液検査も実施し
ます。

成人病検診・老人健康診査実施

鋼彫＋堀罐㍍地区対象

巡
す
療
場
問

　
　
　
　
時

　
　
　
　
療

．
歯
惨
は
会
診

　
　
力
方
〉
〉

〉受診さ
れる方は、
「保険証」

をご持参
ください。

時　　　間

3；OO～15＝00
0；00－15；OO
O：00～12：00

月日

6
7
8

0

可愛いいお子様に

　　　　B　C　G接種を

　「やすらぎ号」による成人病検診
を実施いたします。ご自身の「健
康管理」のために、受診されます
よう、おすすめいたします。
〉日時及び会場

　　　　　1るようにしましょう。
　　　　　1　3ヵ月から3歳以下で、まだ一
）方で・401度もB　C　G接種を受けていない幼
ぐ『）ます・　1児に対して、臨時にB　C　G接種を

色します。　　行います。

実施日
10．　3

10．15

10．17

10．22

　
所
所
校
所

賠
会
学
会

　
平
集
中
集

幣
岡
原

　
小
滝
福
上

場会

〉対　象　者
　福岡・小久保平地区の方で、4
歳以上の市民が対象とな『）ます。

　尚老人健康診査も実施します。

0月の休日当番医
　外　　 科

刈田病院⑤2145
銭谷医院⑤2010

　内　　 科

加藤（司）医院⑤2001

大沼医院⑤2502

曜

日

日

日

12

19

　外　　　科
刈田病院⑤2145
加藤（刈医院⑥2653

　内　　 科

引地医院⑤2036
柿崎医院⑤2210

曜

旦

祝

日

5
10

※都合により変更になる場合もあります。
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☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

　
身
心
障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
は
、
最
近
関
心
が
も
た
れ
て
き
て
お
り
、
そ

の
中
で
も
特
に
重
度
の
障
害
者
に
対
す
る
施
策
の
充
実
が
望
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
福
祉
手
当
制
度
は
、
在
宅
重
度
障
害
者
に
対
す
る
施
策
の
一
環
と
し
て
新
し

く
設
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す

る
よ
う
な
重
度
の
障
害
者
に
対
し
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
福
祉

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　
十
月
一
日
か
ら
、
重
度
障
害
者
を

対
象
と
し
た
福
祉
手
当
の
支
給
制
度

が
始
ま
り
ま
す
。

受
給
資
格
者

▽
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
並
び
に
二

級
の
一
部
（
二
級
の
一
部
は
、
ろ
う

あ
者
の
み
該
当
し
ま
す
。
）

▽
特
別
福
祉
手
当
受
給
者

▽
療
育
手
帳
A
保
持
者
（
知
能
指
数

20

以
下
の
も
の
）

▽
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

▽
障
害
福
祉
年
金
｝
級
受
給
者

▽
ね
た
き
り
老
人

支
給
要
件
は

　
在
宅
の
精
神
ま
た
は
身
体
に
重
度

障
害
の
あ
る
人
。

ω
両
眼
の
視
力
の
和
が
○
・
〇
二
以

下
の
も
の
。

㈹
両
耳
の
聴
力
が
補
聴
器
を
用
い
て

も
音
声
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
程
度
の
も
の
。

㈹
両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を

有
す
る
も
の
。

㈲
両
上
肢
の
す
べ
て
の
指
を
欠
く
も

の
。㈲

両
下
肢
の
用
を
全
く
廃
し
た
も
の

㈲
両
大
腿
を
二
分
の
一
以
上
失
っ
た

も
の
。

ω
体
幹
の
機
能
に
座
っ
て
い
る
こ
と

が
で
き
な
い
程
度
の
障
害
を
有
す
る

も
の
。

⑧
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

身
体
の
機
能
の
障
害
ま
た
は
長
期
に

わ
た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
が

前
各
号
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ

る
状
態
で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
に
著

し
く
支
障
を
き
た
す
程
度
の
も
の
。

⑨
精
神
の
障
害
で
あ
っ
て
、
前
各
号

と
尉
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

⑯
身
体
の
機
能
の
障
害
も
し
く
は
、

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

病
状
ま
た
は
精
神
の
障
害
が
重
復
す

る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
状
態
が
前

各
号
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る

も
の
。

　
例
え
ば
、
身
体
障
害
者
手
帳
一
級

お
よ
び
二
級
、
た
だ
し
障
害
の
部
位

に
よ
っ
て
は
一
部
の
入
は
除
か
れ
る
。

　
な
お
、
障
害
福
祉
年
金
、
老
令
福
祉

年
金
を
除
く
他
の
制
度
に
よ
る
廃
疾

年
金
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

所
得
制
限
は

　
本
入
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の
、
前

年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
で
あ
る
と

き
は
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

手
当
額
は

　
月
額
四
千
円
で
、
年
三
回
（
一
月

五
月
九
月
）
に
わ
け
て
支
給
さ
れ
ま

す
。認

定
請
求
受
付

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
次
の
日
程
に

よ
り
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

認
定
請
求
に
必
要
な
も
の

（5）（4）〔3）（2）（1）

認定請求受付日程
印
鑑

身
体
障
害
者
手
帳

療
育
手
帳

特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書

市
内
金
融
機
関
の
預
金
通
帳

　時　　　間

午前　10i　OO
〃　　　12．00

午后　　l　i30
〃　　　　3．00

午前　10iOO
〃　　　12．OO

午后　　1：30
〃　　　　3：00

午前　　10：00
〃　　　12：00

午前　　9：30
午后　　3＝30

場　　 所

越河出張所
‡也区名
越　 河

月　　日

10．13

斎川出張所

大鷹沢出張所

白川出張所

’II斎〃

大鷹沢10．14

，ll白’

／』・原出張所

白石市役所
第5二会議室

4、　原
臼石・福岡

大　平

10．15

10．16

騰

彪

　〃　アー’

明
る
い
家
庭
に

　
明
る
い
社
会

弾

馨
　




